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写
真
と
映
像
と
油
彩
画
と
、
素
描
と
版
画
と
古
地
図
と
、
そ
し
て
模
型
、

郷
土
資
料
館
の
常
設
展
示
も
一
緒
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
―
な
ん
と
欲
張

り
な
展
覧
会
の
構
成
な
の
だ
、
と
思
い
ま
す
。
本
展
は
、
年
が
明
け
た
一

月
二
三
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。掲
載
図
は
そ
の
ポ
ス
タ
ー
画
像
で
す
。う
っ

す
ら
と
見
え
る
の
は
、
上
部
に
は
現
在
の
豊
島
区
域
の
地
図
、
下
部
に

は
《
一
九
〇
九
年
測
図
一
万
分
一
地
形
図
》
で
す
。
現
在
と
過
去
と
、
異

な
る
時
代
の
作
品
を
「
こ

こ
」
池
袋
*
と
い
う
場
所

で
層
レ
イ
ヤ
ーと

し
て
見
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
本
展
の
趣
旨

が
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
山
大
道
は
、
写
真

界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
し

て
知
ら
れ
る
ハ
ッ
セ
ル

ブ
ラ
ッ
ド
国
際
写
真
賞
を

二
〇
一
九
年
に
受
賞
し
た

写
真
家
で
す
。
犬
が
こ

ち
ら
を
振
り
返
っ
た
通

称
《
三
沢
の
犬
》
を
ご
存

知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
森
山
作
品

一
四
〇
余
点
を
た
っ
ぷ
り

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

全
て
「
池
袋
」
に
ゆ
か

り
の
あ
る
作
品
で
す
。
こ

こ
に
は
た
く
さ
ん
の
道
が

あ
り
ま
す
。
池
袋
へ
通
じ

る
道
、
池
袋
か
ら
広
が
る
道
、
高
低
差
も
表
現
さ
れ
て
い
る
多
く
の
道
で

す
。
鉄
道
の
路
線
も
道
の
一
つ
で
す
。
ど
こ
か
ら
繋
が
り
ど
こ
へ
行
く
の

か
、
い
ま
こ
こ
の
、
過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
と
未
来
へ
の
道
筋
へ
も
、
多

く
の
出
品
作
か
ら
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

*
こ
こ
で
「
池
袋
」
と
い
う
地
名
は
、
広
く
豊
島
区
域
を
指
し
て
い
ま
す
。

企
画
展 

池
袋
へ
の
道 
─ 
近
世
の
歴
史
資
料
、池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
、森
山
大
道 

の
ご
案
内
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今
回
の
展
示
で
は
、
郷
土
資
料
館
の
企
画
展

示
室
に
加
え
、
共
催
の
東
京
芸
術
劇
場
、
特
別

会
場
に
雑
司
ヶ
谷

子
母
神
堂
の
三
つ
の
会
場

で
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
作
品
と

出
会
い
、
ま
た
会
場
を
移
動
し
な
が
ら
、
池
袋

の
街
並
み
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

限
り
あ
る
紙
幅
の
た
め
出
展
作
品
の
中
か
ら

選
り
す
ぐ
り
の
六
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、

関
連
事
業
も
多
く
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
ま
せ
。

【
展
示
構
成
】

１
章　

森
山
大
道

２
章　

戦
後
池
袋
―
混
沌
の
記
憶
と
子
ど
も

３
章　

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
、
大
正
、
明
治
、

　
　
　

江
戸

４
章　

雑
司
ヶ
谷

子
母
神
堂

川
上
凉
花《
鉄
路
》一
九
一二
年
、油
彩
・カ
ン
ヴ
ァ
ス 

東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵

高
山
良
策《
題
不
詳
》一
九
五
八
年
、イ
ン
ク・
紙 

豊
島
区
蔵

鶴
田
吾
郎《
池
袋
へ
の
道
》一
九
四
六
年
、油
彩
・カ
ン
ヴ
ァ
ス 

豊
島
区
蔵

小
熊
秀
雄《
す
み
れ
》一
九
三
〇
年
代
、水
彩
・イ
ン
ク・
紙 

豊
島
区
蔵

《
池
袋
駅
東
口
ヤ
ミ
市
模
型
》一
九
八
四
年
、豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

【
関
連
事
業
】

◦�

子
母
神
堂
絵
馬
鑑
賞
会�

二
月
一
六
日
（
火
）、
一
七
日
（
水
）

◦�

担
当
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

一
月
三
一
日
（
日
）

◦�『
に
っ
ぽ
ん
劇
場
写
真
帖
』、『
記
録
』を

手
に
と
っ
て
見
る　

不
定
期

※�

諸
事
情
に
よ
り
変
更
・
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
予
約
方
法
、
最
新
の
情

報
は
展
覧
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
準
備
学
芸
グ
ル
ー
プ

　

�w
w
w
.city.toshim

a.lg.jp/128/
�

m
useum

group.htm
l

東
京
芸
術
劇
場w

w
w
.geigeki.jp

（
美
術　

小
林�

未
央
子
／
堀
口�

麗
）

森山大道『記録』三三号より 二〇一六年、インクジェットプリント 一般財団法人森山大道写真財団蔵
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左
に
示
し
た
二
枚
の
写
真
は
、
ほ
ぼ
同
じ
地

点
か
ら
撮
影
し
た
一
九
七
七
年
四
月
（
松
井
一

彦
氏
撮
影
）
と
現
在
（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
撮

影
）
の
雑
司
が
谷
二
丁
目
の
都
電
荒
川
線
沿
い

の
様
子
で
す
。
地
図
に
示
し
た
＊
印
は
撮
影
地

点
を
、
→
印
は
撮
影
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

上
写
真
左
端
に
写
る
「
大
塚
酒
店
」
の
記
載

を
手
掛
か
り
に
、
当
時
の
住
宅
地
図
を
繰
っ
て

み
る
と
、
雑
司
が
谷
三
丁
目
に
所
在
す
る
大
鳥

神
社
の
向
か
い
側
に
「
大
塚
酒
店
」
の
存
在
を

確
認
。
該
当
す
る
踏
切
、
す
な
わ
ち
撮
影
ポ
イ

ン
ト
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

都
電
荒
川
線
の
背
景
に
写
る
の
は
、
工
事
中

の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
す
。
最
上
部
の
ク
レ
ー

ン
二
基
を
使
用
し
て
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
写
真
撮

影
時
の
ち
ょ
う
ど
一
年
後
と
な
る
一
九
七
八

年
四
月
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
開
業
し
ま
し

た
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
、
文
字
通
り
60
階

建
て
、
地
上
高
二
三
九
・
七
メ
ー
ト
ル
の
超
高

層
ビ
ル
で
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
に
地
上
高

二
四
二
・
九
メ
ー
ト
ル
の
東
京
都
庁
第
一
本
庁

舎
が
竣
工
す
る
ま
で
、
一
二
年
間
に
わ
た
り
日

本
一
の
高
さ
を
誇
り
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

下
写
真
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
今
で
こ
そ

東
池
袋
四
丁
目
に
所
在
す
る
五
二
階
建
て
、

一
八
九
メ
ー
ト
ル
の
ア
ウ
ル
タ
ワ
ー
（
右
側
後

ろ
）、
南
池
袋
二
丁
目
に
所
在
す
る
四
九
階
建

て
、
一
八
九
メ
ー
ト
ル
の
ブ
リ
リ
ア
タ
ワ
ー
池

袋
（
左
側
、豊
島
区
役
所
が
入
る
ビ
ル
）
と
い
っ

た
超
高
層
ビ
ル
が
こ
の
地
に
は
そ
び
え
て
い
ま

す
が
、
か
つ
て
は
圧
倒
的
な
高
さ
を
誇
る
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
60
（
中
央
）
が
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

知
名
度
の
高
さ
で
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

一
方
、上
写
真
の
都
電
荒
川
線
の
車
両
に
は
、

運
転
席
脇
に
も
人
影
が
確
認
で
き
、
大
勢
の
乗

客
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
も
ち

ろ
ん
撮
影
し
た
時
間
帯
に
も
よ
る
で
し
ょ
う
）。

統
計
的
に
は
、
一
九
七
四
年
の
都
電
荒
川

線
開
業
直
後
の
乗
降
客
数
は
一
日
平
均
約

九
万
三
千
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
は
約
五
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
模
様

で
す
。
こ
の
間
、
東
京
で
は
新
た
な
地
下
鉄
の

開
業
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り

当
該
地
域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

都
電
荒
川
線
の
乗
降
客
数
の
減
少
傾
向
は
、

多
様
化
し
た
交
通
手
段
と
利
便
性
の
向
上
に
よ

り
、
利
用
者
が
分
散
し
た
た
め
と
言
え
そ
う
で

す
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
、
こ
う
し
た
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
も
参
加
す

る
〝
建
物
の
背
く
ら
べ
〟
の
様
子
を
見
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

（
郷
土　

秋
山
伸
一
）

第
36
回

　サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
が
見
て
き
た
も
の

東京都で最も高い建築物の変遷（直近 50 年程度）

名称 東京一
の期間 地上高 地上

階数 所在地

霞が関ビルディング 1968-1970 156 ｍ 36 階 千代田区

世界貿易センタービル 1970-1971 162.6 ｍ 40 階 港区

京王プラザホテル 1971-1974 179.6 ｍ 47 階 新宿区

新宿住友ビルディング 1974-1974 210.3 ｍ 52 階 新宿区

新宿三井ビルディング 1974-1978 224.9 ｍ 55 階 新宿区

サンシャイン 60 1978-1990 239.7 ｍ 60 階 豊島区

東京都庁第一本庁舎 1990-2007 242.9 ｍ 48 階 新宿区

ミッドタウン・タワー 2007- 現在 248.1 ｍ 54 階 港区

＊
➡
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副
都
心
線
・
雑
司
が
谷
駅
か
ら
徒
歩
数
分
、

目
白
通
り
と
明
治
通
り
が
立
体
交
差
す
る
地
点

に
架
か
る
千
登
世
小
橋
※
か
ら
、「
鬼
子
母
神

前
」
停
留
場
に
向
か
う
都
電
荒
川
線
を
眺
め
る

子
供
た
ち
。
こ
の
版
画
は
、山
高
登（
一
九
二
六

―
二
〇
二
〇
）
の
《
薫
風
》
と
い
う
作
品
で
す
。

山
高
は
、戦
後
ま
も
な
く
新
潮
社
に
入
社
し
、

井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

や
志し

賀が

直な
お

哉や

、
宇う

野の

千ち

代よ

な
ど
を
担

当
し
た
編
集
者
で
し
た
。
豊
島
区
に
ゆ
か
り
の

深
い
坪つ

ぼ

田た

譲
じ
ょ
う

治じ

と
も
交
流
が
あ
り
、
坪
田
主

宰
の
雑
誌
『
び
わ
の
実
学
校
』
の
表
紙
を
、
創

刊
号
（
一
九
六
三
年
）
か
ら
、
終
刊
一
三
四
号

（
一
九
八
六
年
）
ま
で
描
き
続
け
ま
し
た
。

終
戦
後
、
広
島
県
福
山
市
か
ら
東
京
へ
帰
っ

て
き
た
と
き
、
自
分
の
生
ま
れ
た
ま
ち
を
「
今

の
う
ち
に
記
録
し
て
お
か
な
き
ゃ
」
と
思
い
、

東
京
中
の
写
真
を
撮
っ
て
回
り
ま
し
た
。

「
こ
と
に
第
二
次
大
戦
後
の
荒
廃
し
切
っ
た

日
本
を
み
て
か
ら
、
失
わ
れ
て
ゆ
く
美
し
く
ひ

そ
や
か
な
人
の
く
ら
し
が
一
層
い
と
ほ
し
く

な
っ
て
、
ひ
ま
を
み
つ
け
て
は
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
を
求
め
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
」（
山
高
「
ひ

と
り
旅
」『
歌
壇
』
一
九
九
二
年
一
月
）

そ
の
う
ち
、
撮
影
し
た
風
景
を
違
う
形
で
残

し
た
い
と
思
い
、
編
集
の
仕
事
の
傍
ら
、
独
学

で
木
版
画
の
制
作
を
は
じ
め
ま
し
た
。

山
高
は
、「
経
済
の
高
度
成
長
時
代
の
会
社

の
人
使
い
は
驚
く
ほ
ど
荒
っ
ぽ
か
っ
た
け
れ

ど
、
版
画
制
作
に
没
頭
し
て
い
る
と
ど
ん
な
苦

痛
も
ど
こ
か
へ
霧
散
し
て
し
ま
っ
た
。」（
前
掲
）

と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
社
内
で
は
装そ

う

丁て
い

も
手
掛
け
る
よ
う
に

な
り
、
次
第
に
他
社
か
ら
も
挿そ

う

画が

や
装
丁
の
依

頼
が
増
え
、
個
展
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

木
版
画
に
専
念
す
る
た
め
、
五
二
歳
で
新
潮
社

を
退
社
し
、
東
京
を
描
い
た
作
品
は
画
集
『
東

京
昭
和
百
景
』
に
ま
と
め
ら
れ
、《
薫
風
》
も

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
作
で
は
、
線
路
を
囲
む
緑
と
、
都
電
を
眺

め
る
子
供
た
ち
の
髪
が
風
に
な
び
き
鳥
が
飛
び

立
ち
、
遠
く
に
見
え
る
新
宿
の
ビ
ル
群
が
夕
焼

け
に
染
ま
っ
て
い
く
様
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
、
同
じ
場
所
か
ら
写
真
を
撮
影
し
て
み

ま
し
た
（
左
）。
夕
日
が
沈
む
時
間
に
合
わ
せ

た
の
で
す
が
、
多
色
刷
り
で
表
現
さ
れ
る
色
の

移
ろ
い
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

線
路
の
左
側
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
た

も
の
の
、
こ
の
千
登
世
小
橋
か
ら
の
風
景

は
、
橋
が
架
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
頃
か
ら
変
わ
ら
ず
、
人
々
の

暮
ら
し
の
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。
版
画
の
木
の
質

感
が
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
《
薫
風
》
の
風

景
は
、「
美
し
く
ひ
そ
や
か
」
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

西
方
ゆ
り
恵
）

※�

千
登
世
小
橋
に
つ
い
て
は
『
か
た
り
べ
』
一
三
二
号

参
照
。

【
主
要
参
考
文
献
】

山
高
登
『
東
京
昭
和
百
景
』
シ
ー
ズ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

二
〇
一
四
年
／
『
東
京
の
編
集
者　

山
高
登
さ
ん
に
話

を
聞
く
』
夏
葉
社
、
二
〇
一
七
年
／
「
昭
和
残
影　

木

版
画
家
・
山
高
登
が
み
つ
め
た
東
京
の
風
景
」『
芸
術
新

潮
』
二
〇
一
七
年
九
月
／
川
本
三
郎
「
編
集
者
そ
し
て

版
画
家
、
山
高
登
が
撮
っ
た
昭
和
三
十
年
代
の
東
京
。」

『
東
京
人
』
二
〇
一
七
年
七
月

2020年10月20日撮影

現
在
、
郷
土
資
料
館
企
画
展
示

室
で
開
催
中
の
収
蔵
資
料
展
「
豊

島
区
を
走
る
都
電
」（
２
０
２
１

年
１
月
１
０
日
ま
で
）
で
は
、

松
井
一
彦
氏
が
同
じ
場
所
か
ら
撮

影
し
た
、
雪
景
色
の
都
電
の
写
真

を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

松
井
氏
の
写
真
も
ま
た
、
今
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
景
色
や
、
変

わ
り
ゆ
く
風
景
を
捉
え
た
貴
重
な

資
料
で
す
。

展
示
の
中
で
お
気
に
入
り
の
写

真
を
見
つ
け
た
ら
、
今
の
風
景
を

探
し
に
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

山高登《薫風》1990年
木版、紙　　32×22ｃｍ
豊島区所蔵

文
学
・マン
ガ
資
料
紹
介

山や
ま

高た
か

登の
ぼ
る《

薫く
ん

風ぷ
う

》～
版
木
に
刻
む
都
電
の
風
景
～
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突
然
で
す
が
、
ご
自
宅
に
扁へ

ん

額が
く

は
あ
り
ま
す

か
？
家
に
無
く
と
も
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
は

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

扁
額
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
二
世
紀
の
中

国
に
ま
で
遡
さ
か
の
ぼり

、
元
々
は
門
戸
に
掛
け
、
そ
の

家
を
表
す
意
味
を
書
い
た
板
木
を
意
味
す
る
も

の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
も
古
く
か
ら

寺
院
や
神
社
に
掛
け
ら
れ
た
木
製
の
扁
額
が
見

受
け
ら
れ
、
都
内
で
の
最
古
の
例
も
鎌
倉
時
代

ま
で
遡
り
ま
す
。
し
か
し
、紙し

本ほ
ん（

和
紙
の
こ
と
）

に
書
か
れ
た
横
長
の
額
が
室
内
に
掲
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
日
本
が
始
ま
り
で
、
十
六

世
紀
末
頃
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
尤
も
っ
と

も
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
で
は
応
接
室
や
ら
校

長
室
や
ら
に
掛
か
っ
て
い
る
筆
で
書
か
れ
た
額
、

と
い
う
認
識
の
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
実
際
、

館
蔵
の
扁
額
の
中
に
は
区
有
施
設
か
ら
移
管
さ

れ
た
経
緯
を
持
つ
資
料
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

扁
額
を
揮き

毫ご
う

す
る（
筆
で
書
画
を
書
く
こ
と
）

に
は
、
当
然
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
語
句
を
書
く

か
が
重
要
で
す
。
揮
毫
を
す
る
語
句
・
詩
歌
の

候
補
を
列
記
し
た
本
は
天
保
七
年（
一
八
三
六
）

に
幕
末
三さ
ん

筆ぴ
つ

の
一
人
に
謳う

た

わ
れ
た
市
河
米べ

い

庵あ
ん

が

ま
と
め
た
『
墨
場
必
携
』
に
代
表
さ
れ
、再
編
・

新
編
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
書
家
自
ら

が
詠
じ
た
詩
歌
や
、
席
上
揮
毫
で
同
席
し
た
詩

人
の
詩
な
ど
無
数
の
選
択
肢
が
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
語
句
に
は
、

書
か
れ
た
当
時
の
時
代
背
景
や
、
書
い
た
人
物

の
心
境
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

写
真
で
紹
介
し
て
い
る
館
蔵
資
料
の
高
橋
泥で
い

舟し
ゅ
う

書
「
七
言
二
句
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
字
句

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

落ら
っ

款か
ん

に
は「
壬
午
春
日
為
川
名
氏
嘱
泥
舟
精
」

と
あ
る
の
で
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に

川
名
某
氏
に
宛
て
て
揮
毫
さ
れ
た
こ
と
が
判
り

ま
す
。
ち
な
み
に
「
精
」
と
は
高
橋
泥
舟
の
名

前
で
あ
る
精
一
を
表
し
て
い
ま
す
。

作
者
で
あ
る
高
橋
泥
舟
政
晃
は
幕
末
に
は
槍

の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
山
岡
鉄て
っ

舟し
ゅ
うの
推
挙
で
京
都
警
備
に
尽
力
、
戊
辰
戦
争
後

に
は
駿
河
に
移
封
す
る
徳
川
家
の
家
臣
団
の
一

員
と
し
て
一
時
城
主
も
務
め
ま
す
が
、
す
ぐ
に

廃
藩
置
県
と
な
り
役
目
を
降
り
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
か
ら
出
仕
を
求

め
ら
れ
た
も
の
の
、
勝
海か
い

舟し
ゅ
う・

山
岡
鉄
舟
に
か

け
、
自
分
は
か
ち
か
ち
山

4
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の
「
泥
舟
」
で
あ
る

か
ら
漕
ぎ
出
さ
ぬ
、
と
自
嘲
と
皮
肉
交
じ
り
に

名
乗
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
晩
年
に
語
っ

て
い
ま
す
。
泥
舟
の
後
半
生
は
、
諸
国
を
回
り

文
墨
の
世
界
の
中
に
生
き
て
い
ま
し
た
。
書
を

揮
毫
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
和
歌
や
漢

詩
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
詩
も
ま
た
自
作

し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

明
治
十
年
代
後
半
は
急
激
な
近
代
化
が
進
む

一
方
で
、
戊
辰
戦
争
で
戦
っ
た
旧
幕
府
側
へ
の

恩お
ん

赦し
ゃ

や
西
南
戦
争
の
終
結
を
経
て
藩
閥
政
治
へ

の
抵
抗
も
起
き
、
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
や
徳

川
時
代
へ
の
回
顧
・
追
憶
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
元
幕
臣
で

あ
り
高
名
な
泥
舟
の
元
へ
も
揮
毫
の
依
頼
が
舞

い
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

書
の
作
品
と
し
て
見
れ
ば
、泥
舟
ら
し
い「
槍

を
突
い
て
書
い
た
よ
う
」
と
も
評
さ
れ
る
筆
捌さ
ば

き
の
唐か

ら

様よ
う

書
と
日
本
風
の
漢
詩
か
ら
は
明
治
中

葉
か
ら
の
六り
く

朝ち
ょ
うブ

ー
ム
と
は
異
な
る
、「
江
戸

ら
し
い
」雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

静せ
い

謐ひ
つ

な
空
間
を
思
わ
せ
る
内
容
か
ら
は
、
俗
世

と
の
隔か
く

絶ぜ
つ

を
望
む
文
人
の
境
地
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、
企
画
展
の
特
別
会
場
と
な
っ
て

い
る
雑
司
ヶ
谷

子
母
神
に
も
、
泥
舟
書
と
伝

わ
る
扁
額
が
あ
り
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、
す

ぐ
傍
に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

�

（
郷
土　

井
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綾
）
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時�

聞
雨
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々
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累
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百
壬
午
春
日

為
川
名
氏

嘱泥
舟
精

〔
落
款
印
〕

離
離
細
竹
時
聞
雨

淡
淡
疎
篇
累
陶
白

（
離
離
た
る
細
竹　

時
に
聞
く
雨

淡
淡
た
る
疎
篇�

陶
の
白

さ
か
づ
きを

累
か
さ
ね

る
）

館
蔵
資
料
紹
介 

扁
額
・
高
橋
泥
舟
書「
七
言
二
句
」
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自じ

在ざ
い

鉤か
ぎ

と
は
、
主
に
囲い

炉ろ

裏り

と
セ
ッ
ト
で
使

う
、
鍋
や
鉄
び
ん
な
ど
を
吊
る
す
道
具
で
す
。

囲
炉
裏
の
火
は
火
力
調
整
を
す
る
の
が
手
間

で
あ
る
た
め
、
火
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
鍋
に

あ
た
る
火
力
を
調
整
し
て
い
ま
し
た
。

当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
自
在
鉤
を
並
べ
て
み

て
も
様
々
な
形
状
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
自
在
鉤
に
は
横
木
に
魚
の
意
匠
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
場
合
は

横
木
を
木き

鯛だ
い

と
い
い
ま
す
。
火
を
使
う
場
所
で

水
に
関
係
す
る
魚
を
用
い
る
こ
と
で
、
火
事
に

な
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

囲
炉
裏
の
上
で
火
か
ら
の
遠
近
を
自
在
に
調

節
で
き
る
こ
と
か
ら
自
在
鉤
と
い
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
自
在
鉤
を
工
作

し
な
が
ら
み
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

用
意
す
る
素
材
は
、
竹
串
、
細
身
の
ス
ト

ロ
ー
、
魚
型

の
醤
油
差
し
、

カ
ギ
状
の
も

の
（
釣
り
針
や

フ
ッ
ク
ネ
ジ
な

ど
）、
糸
で
す
。

使
う
道
具
は
、

竹
串
を
切
る
工

具
（
ペ
ン
チ
や
ニ
ッ
パ
ー
な
ど
）、
小
さ
な
穴

を
あ
け
る
工
具
（
彫
刻
刀
や
細
い
丸
ヤ
ス
リ
な

ど
）、
縫
い
針
で
す
。

下
準
備
と
し
て
、
竹
串
の
先
端
を
ペ
ン
チ
で

切
り
、
カ
ギ
状
の
も
の
を
取
り
付
け
ま
す
。
カ

ギ
に
釣
り
針
を
使
用
す
る
場
合
も
、
安
全
の
た

め
ペ
ン
チ
で
先
端
を
切
っ
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
竹

串
を
少
し
削
っ
て
テ
グ

ス
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に

し
ま
し
た
。

次
に
竹
串
が
な
め
ら

か
に
通
る
よ
う
に
魚
型

醤
油
差
し
に
上
下
二
か

所
の
穴
を
あ
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
穴
が
竹
串
に

引
っ
か
か
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
在
鉤

の
伸
縮
を
固
定
す

る
た
め
、
穴
は
竹

串
が
ち
ょ
う
ど
通

る
程
度
の
大
き
さ

に
な
る
の
が
理
想

で
す
。
あ
と
は
ス

ト
ロ
ー
に
糸
を
縫

い
付
け
、
魚
型
醤
油
差
し
の
し
っ
ぽ
部
分
に
結

ん
で
、
竹
串
の
頭
を
ス
ト
ロ
ー
の
下
か
ら
さ
し

こ
め
ば
完
成
で
す
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
自
在
鉤
で
は
、
魚
の
尾
が
糸
で

吊
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
頭
が
下
を
向
こ
う

と
し
て
竹
串
を
押
さ
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

カ
ギ
を
引
く
力
が
強
い
ほ
ど
、
カ
ギ
を
と
め
る

力
も
強
く
は
た
ら
く
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
作
成
し
た
自
在
鉤
の
カ
ギ
を
引
っ

張
っ
て
み
て
も
、
そ
の
意
外
な
力
強
さ
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ト
ロ
ー
が
や
わ
ら

か
い
た
め
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
力
が
加
わ
る

か
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。�

（
郷
土　

鄧
君
龍
）

編
集
後
記

「
か
た
り
べ
」
一
三
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

豊
島
区
で
は
、一
一
月
一
日
を
「
と
し
ま
文
化
の
日
」

と
制
定
し
、
一
一
月
三
〇
日
ま
で
、「
と
し
ま
文
化
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
区
内
各
所
で
様
々
な
文

化
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
で
は
、
一
一
月
一
日
～
七
日
の
「
と

し
ま
文
化
推
進
期
間
」
に
、
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館
・

鈴
木
信
太
郎
記
念
館
と
連
携
し
て
、
３
館
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
「
ご
ー
と
ぅ
ー
☆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
～
郷
土
の

文
化
を
感
じ
る
３
館
巡
り
～
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
学
芸
員
に
よ
る
３
館
リ
レ
ー
☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も

同
時
開
催
し
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
一
月
か
ら
は
、
美
術
企
画
展
「
池
袋
へ
の
道
」

が
始
ま
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

�

（
郷
土�

横
山
恵
美
）

※当館所蔵の自在鉤

※ミニチュア自在鉤
　完成品

再
現
工
作 

自
在
鉤
の
仕
組
み


